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1 . は じ め に  

 楽 譜 は ， 上 下 方 向 に 音 高 ， 横 軸 方 向 に 時 間 を 表 現 し た

も の で ， 読 み 手 は ， 楽 譜 に 忠 実 に 再 現 す る こ と が ， 演 奏 に お

い て 基 本 的 に 求 め ら れ る 。  
演 奏 者 が 楽 譜 に か か れ て い る 情 報 を 読 み 取 る 際 ， 情 報 を

記 銘 ， 把 持 し た う え で ， 情 報 処 理 し て い る （ S l o b o d a 1 ） ） 。 ま

た ， W o l f 2 ） ， S l o b o d a 3 ） ， 4 ） は ， 音 楽 の 構 造 上 の 制 約 に 合

う よ う に ， 重 要 な 情 報 を 取 り 入 れ て い る こ と を ， 事 例 研 究 の な

か で 報 告 し て い る 。 楽 譜 の 情 報 の 基 序 を 知 る た め に は ， 生 理

学 的 方 法 と 心 理 学 的 方 法 の 2 方 面 か ら の ア プ ロ ー チ が あ

る 。  
 ま ず ， 生 理 学 的 方 法 と し て は ， 眼 球 運 動 の 測 定 を 挙 げ る こ

と が で き る 。 W e a v e r ら 5 ) は ， 視 奏 時 の 眼 球 運 動 に 及 ぼ す 音

楽 の 様 式 の 効 果 を 検 討 し た 。 彼 ら は 演 奏 者 に 2 種 類 の 様

式 （ 和 声 的 ， 旋 律 的 ） の 楽 譜 を 提 示 し ， 視 奏 を 行 わ せ る と と

も に 眼 球 運 動 を 測 定 し た 。 そ の 結 果 ， 演 奏 者 の 眼 球 運 動

は ， 和 声 的 な 様 式 の 場 合 ， 上 下 の 飛 越 （ 視 線 の 急 速 な 動

き ） を 多 く 行 っ た 。 こ れ に 対 し て ， 旋 律 的 な 様 式 の 場 合 ， 左

右 の 飛 越 を 多 く 行 っ て い た こ と を 報 告 し て い る 。 ま た ， V a n  
N u y s ら 6 ) は ， 楽 譜 の 難 易 度 を 変 化 さ せ て 眼 球 運 動 の 変 化

を 検 討 し た 。 そ の 結 果 ， 楽 譜 が 難 し く な る に 従 っ て ， 停 留 （ 眼

球 運 動 が 停 止 す る こ と ） し た 音 符 の 数 が 少 な く な り ， 逆 行 （ 音

楽 が 楽 譜 上 で 左 か ら 右 に 進 行 す る の に 反 し て ， 眼 球 が 右 か

ら 左 へ 移 動 す る こ と ） の 数 も 少 な く な っ た 。 こ れ ら の 結 果 か ら ，

演 奏 者 は ， 音 楽 の 様 式 に 合 せ る と と も に ， 情 報 を 取 り こ ぼ さ

な い よ う ， 楽 譜 を 取 り 込 も う と し て い る こ と が 窺 え る 。  
 楽 譜 の 情 報 の 取 り 入 れ 方 を 測 定 す る の に ， 心 理 学 的 測

定 法 も 用 い る こ と が で き る 。 S l o b o d a 7 )  は 音 符 の 読 み 取 り 方

の 違 い を ， タ キ ス ト ス コ ー プ に よ る 瞬 間 提 示 法 を 用 い て 専 門

家 と 素 人 で 比 較 し た 。 彼 は 五 線 譜 上 に 書 か れ た 1 ～ 6 音 符

か ら な る 音 符 の 並 び を ， 被 験 者 に 提 示 し ， 音 符 の 書 か れ て い

な い 五 線 譜 上 に 再 生 さ せ た （ こ の 方 法 は ， C h a s e  a n d  
S i m o n 8 ） の 用 い た チ ェ ス の 熟 達 度 測 定 法 に 倣 っ て い る ） 。 音

符 の 提 示 時 間 は ， 2  s  と 2 0  m s と し ， 1  人 の 被 験 者 の 実 験

中 に ラ ン ダ ム に 変 化 さ せ た 。 そ の 結 果 ， 2  s  の 条 件 で ， 専 門
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家 の 方 が 素 人 よ り も ， 正 し く 報 告 さ れ た 音 符 の 数 が 多 か っ た 。

し か し ， 2 0  m s  の 条 件 で は ， 専 門 家 と 素 人 の 差 は 見 ら れ な か

っ た 。  ま た ， S l o b o d a 9 ) は ， 同 じ 実 験 方 法 で 音 符 数 を 4  個

に 固 定 し ， 輪 郭 （ 音 符 の 上 下 の 相 対 的 な 並 び 方 ） を 規 則

的 に 変 化 さ せ て 実 験 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， 2 0  m s  の 提 示 時

間 で ， 専 門 家 と 素 人 の 正 確 に 報 告 さ れ た 音 符 の 数 に 差 は

な か っ た 。 け れ ど も ， 輪 郭 に つ い て は 専 門 家 の 方 が 素 人 よ り も

正 確 に 書 き 取 る こ と が で き た 。 ま た ， 専 門 家 と 素 人 に よ っ て 正

確 に 書 き 取 ら れ た 輪 郭 の 数 の 差 は ， 輪 郭 の 複 雑 さ に よ っ て

変 化 し た 。 こ れ ら の 結 果 よ り 彼 は ， 専 門 家 は 素 人 に は で き な

い よ う な 2  段 階 の 記 銘 方 法 を 用 い て い る と 考 察 し て い る 1 0 ) 。

ま ず 第 1 に 最 初 は 輪 郭 の す ば や い 記 銘 で あ り ， 次 は 音 符 の

正 確 な 位 置 の 同 定 で あ る 。  
 S l o b o d a 7 ) ， 9 ) の 研 究 に お い て は ， 音 符 の 縦 の 関 係 と 輪 郭

の 書 き 取 り の 関 係 に つ い て の み 言 及 し て い る 。 し か し ， W e a v e r
ら 5 ) の 研 究 に 見 ら れ る よ う に ， 音 符 の 横 の 関 係 に つ い て は 言

及 し て い な い 。 音 符 間 の 距 離 は ， ‘ ぼ う ’ や ‘ け た ’ が 記 載 さ れ

る 基 本 条 件 と な る 。 す な わ ち ， 音 価 と 密 接 な 関 係 を 持 ち ， 楽

譜 中 で 重 要 な 要 素 と な る と 考 え ら れ る 。 そ こ で ， 本 研 究 で は

音 符 の 縦 の 関 係 と と も に ， 横 の 関 係 も 条 件 に 加 え ， 輪 郭 と

同 じ く ‘ す ば や い ’ 記 銘 が さ れ る の か ， 音 符 の 縦 の 関 係 と 同 時

に 記 銘 さ れ る の か ， 輪 郭 と 音 の 高 さ と は 独 立 し て 別 の 瞬 間 に

記 銘 さ れ る の か 検 討 し た 。  
 
2 . 実 験  

2 . 1  被 験 者  

専 門 家 群 は ， 音 楽 を 選 考 し て い る 学 生 7  名 で あ っ た 。 ま

た ， 素 人 群 は 専 門 の 音 楽 教 育 を 受 け て い な い 学 生 4  名 で

あ っ た 。 素 人 群 は ， 学 校 教 育 で 音 楽 教 育 を 受 け た 程 度 で あ

る が ， 楽 譜 と 音 符 の 関 係 の 知 識 や 技 能 を 有 し ， 見 せ ら れ た

音 符 の 並 び を 問 題 な く 転 記 で き た 。 被 験 者 は 全 員 正 常 な

矯 正 視 力 で 1 . 0 以 上 の 視 力 を 有 し て い た 。  
2 . 2  刺 激  

刺 激 は ， 輪 郭 と 音 符 の 左 右 の 相 対 的 な 関 係 を 組 み 合 わ

せ た 楽 譜 を 作 成 し た 。  
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楽 譜 は ， 3  種 類 の 輪 郭 か ら な る 4  個 の 音 符 か ら 成 っ て い  
 

F i g . 1  輪 郭 の 種 類  

F i g . 2  音 符 の 横 の 関 係  

た 。 こ れ を F i g . 1 に 示 す 。 F i g . 1 の ( a ) は 上 行 ， ( b ) は 2  音 符

目 に ピ ー ク ， ( c ) は 3  音 符 目 に ピ ー ク が あ る 。 加 え て ， ラ ン ダ ム

に 変 化 す る 音 符 の 系 列 も 用 意 し た 。 こ れ ら そ れ ぞ れ の 輪 郭 に

対 し て 音 の 高 さ が 異 な る 組 合 せ を 4  個 ず つ 作 成 し た 。  
 4  音 符 か ら な る 音 符 の 横 の 相 対 的 な 関 係 の 組 合 せ は ， 全

部 で 6  通 り で あ っ た 。 こ れ を ， F i g . 2 に 示 す 。 F i g . 2 の ( a ) は 音

符 の 横 の 間 隔 が 等 間 隔 な 組 合 せ ， ( b ) は 最 初 の 間 隔 が 短

い 組 合 せ ， ( c ) は 2  番 目 が 短 い 組 合 せ ， ( d ) は 3  番 目 が 短

い 組 合 せ ， ( e ) は 1  番 目 と 2  番 目 が 短 い 組 合 せ ， ( f ) は 2  
番 目 と 3  番 目 の 間 隔 が そ れ ぞ れ 短 い 組 合 せ で あ る 。  
 提 示 時 間 は 1 8  m s  と 2  s  の 2  通 り で あ っ た 。 こ れ ら の 条 件

は ， ラ ン ダ ム に 変 化 さ せ た 。  
実 験 の 試 行 数 は ， 全 部 で 1 9 2  回 （ 縦 4 × 輪 郭 4 × 横 6

× 提 示 時 間 2 ） で あ っ た 。  
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各 試 行 の 刺 激 提 示 の 後 ， 1  s 間 画 面 全 体 に ラ ン ダ ム ド ッ

ド パ タ ー ン を 提 示 し た 。 こ れ は ， 網 膜 上 の 残 効 を 除 去 し ， デ ィ

ス プ レ イ の 蛍 光 材 を 除 去 す る た め で あ っ た 。  
2 . 3  装 置  

刺 激 は コ ン ピ ュ － タ を 用 い ， 順 次 走 査 ， 垂 直 走 査 周 波 数

5 5 . 4  H z の デ ィ ス プ レ イ に よ っ て 提 示 し た 。 横 1 8  c m ， 縦 8  c m
で あ っ た 。 ま た ， 時 間 間 隔 は ， 刺 激 が 正 常 に 出 現 す る こ と が

目 で 見 て 確 認 で き た 。  
2 . 4  手 続 き  

最 初 に 被 験 者 に 「 見 た 音 符 の 高 さ と 音 符 の 左 右 の 相 対

的 な 関 係 を で き る だ け 正 確 に 書 き 取 る 」 よ う 教 示 を 与 え た 。  
 音 符 の 一 番 左 の 音 符 が 出 る 位 置 に 注 視 点 を 1  s  間 設 け

た 。 そ し て ， 4  個 の 音 符 を 提 示 し た 。 被 験 者 は 注 視 点 と 音

符 を 見 た 後 ， 何 も 書 い て い な い 5  線 譜 上 に 音 符 を 書 き 取 っ

た 。 書 き 取 り が 終 了 す る と ， 被 験 者 が 自 分 で ボ タ ン を 押 し ，

次 の 試 行 に 移 っ た 。  
 
3 . 結 果  

3 . 1  分 析 方 法  

 音 の 高 さ の 書 き 取 り は ， 4  つ の 音 符 全 て が 五 線 譜 上 に 正

確 に 再 現 で き た も の を 正 答 と し た 。  
 輪 郭 の 書 き 取 り を 得 点 化 す る た め ， 被 験 者 の 書 き 取 っ た

音 符 間 の 相 対 的 間 隔 を S l o b o d a 9 ) に 倣 っ て 次 の よ う に 数

値 化 し た 。 間 隔 各 々 に つ い て ， 後 ろ の 音 符 が 前 の 音 符 よ り も

高 け れ ば 1 ， 低 け れ ば - 1 ， 後 ろ の 音 符 が 前 の 音 符 と 同 じ 位 置

に あ れ ば 0 と い う 値 を 与 え た 。 こ れ を ， 被 験 者 ， 試 行 ご と に 行

っ た 。 提 示 さ れ た 刺 激 に つ い て も 同 様 に 1 ， - 1 ， 0 の 値 を 与 え

た 。 そ の 後 ， 間 隔 ご と に 書 き 取 り か ら 得 ら れ た 値 と ， 提 示 し た

刺 激 か ら 得 ら れ た 値 を 照 合 し ， 合 っ て い れ ば 1  点 ， 合 っ て い

な け れ ば 0  点 と い う 得 点 を 与 え ， 試 行 ご と に 加 算 し た 。 よ っ て ，

最 高 点 は 3  点 ， 最 低 点 は 0  点 と な る 。 4  つ の 音 符 全 て 書 き

取 る こ と が で き な か っ た 試 行 に は ， 最 低 点 の 0  点 を 与 え た 。  
音 符 の 横 の 相 対 的 な 関 係 に つ い て は ， 書 き 取 ら れ た 4  つ

の 音 符 の 中 に 含 ま れ る 3  つ の 音 符 間 の 距 離 を 計 測 し た 。 提

示 さ れ た 刺 激 の 1  つ の 間 の み が 他 の 間 と 比 較 し て 短 い 場 合
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に は （ F i g . 2 ( b ) ～ ( d ) ） ， 最 も 短 い 間 が 他 の 2  つ の 間 と 比 較 し

て 短 か い と き 、 そ れ を 正 答 と し た 。 提 示 さ れ た 刺 激 中 の 2  つ の

間 が 他 の 1  つ の 間 と 比 較 し て 短 い 場 合 に は （ F i g . 2 ( e ) ～

( f ) ） ， 最 も 長 い 間 隔 が 他 の 2  つ の 間 隔 よ り も 長 け れ ば そ れ を

正 答 と し た 。 こ の 関 係 は ， 3  つ の 間 隔 が 等 間 隔 の 場 合 に は

（ F i g . 2 ( a ) ） ， 正 当 な 得 点 法 が な い の で ， 分 析 の 対 象 か ら 除

外 し た 。 同 様 に ， 3  つ の 縦 の 間 隔 が 等 し い も の も ， 分 析 か ら

除 外 し た 。  
3 . 2 音 高 の 書 き 取 り の 正 答 率  

 F i g . 3 に 刺 激 提 示 時 間 ， 被 験 者 群 ご と の 音 の 高 さ の 書 き

取 り の 正 答 率 を 示 す 。 横 軸 は 刺 激 提 示 時 間 ， 縦 軸 は 正 答

率 を 示 す 。 ま た ， 実 線 は 専 門 家 群 の 結 果 ， 破 線 は 素 人 群

の 結 果 で あ る 。  
 音 高 の 書 き 取 り の 正 答 率 を 被 験 者 群 別 に 提 示 時 間 条

件 間 で 比 較 し た 。 そ の 結 果 ， 両 被 験 者 群 と も 2  s  の 提 示 時

間 の 場 合 の 方 が ， 1 8  m s  の 提 示 時 間 の 場 合 よ り も 有 意 に

正 答 率 が 高 か っ た （ 専 門 家 群 ： F ( 1 ， 6 ) = 4 4 3 . 8 4 ， p < . 0 0 1 ，  
 
 
 
 
 
 

F i g . 3 音 の 高 さ の 書 き 取 り の 正 答 率  
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素 人 群 ： F ( 1 ， 6 ) = 1 5 4 . 6 2 ， p < . 0 0 1 ） 。 こ れ は ， 刺 激 提 示 時

間 が 1 8  m s  の 場 合 ， 2  s  の 場 合 と 比 較 し て 音 の 高 さ の 記 銘

が 困 難 に な る こ と を 示 し て い る 。  
 刺 激 提 示 時 間 が 2  s  の 場 合 で も ， 1 8  m s  の 場 合 で も 専

門 家 群 と 素 人 群 の 間 に 有 意 差 は 見 ら れ な か っ た （ 2  s :  
F ( 1 ， 9 ) = 4 . 0 5 ， 1 8  m s  :  F ( 1 ， 9 ) = 4 . 9 1 ） 。 こ れ は ， 刺 激 提 示

時 間 が 1 8  m s の 場 合 に は 専 門 化 群 に お い て も ， 音 高 の 書 き

取 り が 困 難 と な る こ と を 示 し て い る ｡  
 
 
 
 
 
 
 

F i g . 4  横 の 距 離 の 書 き 取 り の 正 答 率  
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3 . 3  音 符 間 隔 の 書 き 取 り の 正 答 率  

  F i g . 4 に 刺 激 提 示 時 間 別 、 横 の 距 離 の 書 き 取 り の 正 答

率 を 示 す 。 横 軸 は 刺 激 提 示 時 間 ， 縦 軸 は 正 答 率 で あ る 。  
ま た ， 実 線 は 専 門 家 群 ， 破 線 は 素 人 群 の 結 果 で あ る 。  
 ま ず ， 被 験 者 群 別 に 刺 激 提 示 時 間 条 件 間 で 比 較 し た と

こ ろ ， 専 門 家 群 ， 素 人 群 と も 刺 激 提 示 時 間 が 2  s  の 場 合

の 正 答 率 の 方 が 1 8  m s  の 場 合 の 正 答 率 よ り も 高 く な っ た

（ 専 門 家 群 ： F ( 1 , 9 ) = 1 5 2 . 0 2 ， p < . 0 0 1 ， 素 人 群 ：

F ( 1 , 9 ) = 1 3 . 4 7 ,  p < . 0 1 ） 。 専 門 家 群 ， 素 人 群 と も 刺 激 提 示

時 間 が 1 8  m s  の 場 合 ， 2  s  の 場 合 と 比 較 し て 音 符 間 の 距

離 の 記 銘 が 困 難 に な る こ と を 示 し て い る 。  
 次 に 距 離 の 書 き 取 り の 正 答 率 を 被 験 者 群 間 で 比 較 し た

結 果 ， 刺 激 提 示 時 間 が 2  s  の 場 合 に は ， 専 門 家 群 の 正

答 率 が 素 人 群 の 正 答 率 よ り も 高 か っ た （ F ( 1 , 9 ) = 1 0 . 8 3 ,  
p < . 0 5  ） 。 そ れ に 対 し て ， 1 8  m s  の 場 合 に は 専 門 家 群 の 正

答 率 と 素 人 群 の 正 答 率 に 差 が あ る と は い え な か っ た

（ F ( 1 , 9 ) = 3 . 0 2 ） 。  
3 . 4  輪 郭 の 書 き 取 り の 比 較  

 F i g . 5 に 輪 郭 別 の 平 均 輪 郭 得 点 を 示 す 。 横 軸 は 輪 郭 ，

縦 軸 は 平 均 輪 郭 得 点 で あ る 。 図 中 の 実 線 は 専 門 家 群 ， 破

線 は 素 人 群 の 結 果 で あ る 。 ま た ， F i g . 4 ( a )  は ， 刺 激 提 示 時

間 が 2  s  の 結 果 ， F i g . 4 ( b )  は 同 じ く 1 8  m s  の 結 果 で あ る 。  
 刺 激 提 示 時 間 別 ， 輪 郭 別 に 被 験 者 間 で 平 均 輪 郭 得 点

を 比 較 し た 結 果 ， ど の 刺 激 提 示 時 間 ， ど の 輪 郭 に お い て も

被 験 者 間 に 差 が あ る と は い え な か っ た （ 2  s : 上 行 :  専 門 家 群

の 平 均 輪 郭 得 点 が 全 員 3 . 0  点 で あ る た め 分 散 分 析 が で き

な か っ た ， 2 音 符 目 に ピ ー ク : F ( 1 , 8 ) = 1 . 5 3 ,  3 音 符 目 に ピ ー

ク : F ( 1 . 8 ) = 0 . 0 0 ， ラ ン ダ ム : F ( 1 ， 8 ) = 1 . 5 3 ， 2 0  m s : 上

行 : F ( 1 . 8 ) = 0 . 0 0 ， 2 音 符 目 に ピ ー ク : F ( 1 . 8 ) = 1 . 2 2 ） ， 3 音 符

目 に ピ ー ク : F ( 1 ， 8 ) = 0 . 0 5 ，  ラ ン ダ ム F ( 1 ， 8 ) = 0 . 0 4 ） 。  
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( a )  2  s                   ( b ) 1 8  m s  
F i g . 5  平 均 輪 郭 得 点 の 比 較  

次 に ， 輪 郭 間 で 平 均 輪 郭 得 点 を 比 較 し た 。 分 散 分 析 の

結 果 ( T a b l e  1 ) ， 刺 激 提 示 時 間 が 2  s  の 場 合 に は ， 全 て の

輪 郭 間 の 平 均 輪 郭 得 点 に 差 が あ る と は い え な か っ た 。 対 し て ，

刺 激 提 示 時 間 が 1 8  m s  の 場 合 ， 専 門 家 群 で は 上 行 す る

輪 郭 の 平 均 輪 郭 得 点 が 2  音 符 目 に ピ ー ク の あ る 輪 郭 ， 3  
音 符 目 に ピ ー ク の あ る 輪 郭 ， そ し て ラ ン ダ ム な 輪 郭 の 平 均 輪

郭 得 点 よ り も 有 意 に 高 か っ た 。 ま た ， 2  音 符 目 に ピ ー ク の あ る

輪 郭 ， 3  音 符 目 に ピ ー ク の あ る 輪 郭 の 平 均 輪 郭 得 点 は ， ラ

ン ダ ム な 輪 郭 の 平 均 輪 郭 得 点 よ り も 有 意 に 高 か っ た 。  

T a b l e  1  分 散 分 析 の 結 果  

  被 験 者 a - b  a - c   a - d  b - c b - d  c - d  

専 門 家 -  -  -  1 . 6 9  4 . 3 2   1 . 0 9  2  ｓ  

素 人  5 . 0 0   3 . 6 0  4 . 2 9   4 . 2 9  0 . 9 5   0 . 5 1  

専 門 家 2 7 . 8 0 * *  1 9 . 9 5 * * 6 0 5 . 2 1 * * 0 . 2 4  6 2 . 7 2 * *  6 9 . 2 8 * *1 8  m s  
素 人  1 3 . 3 6 * *  5 0 . 9 8 * * 1 0 7 . 6 8 * * 0 . 0 8  1 . 9 2   5 . 8 0  
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T a b l e  2  縦 と 縦 の 書 き 取 り の 正 答 数 の 比 較  
( a ) 2  s  

S u b j e c t s A  B  C  D  B - C  

1  7 5  5  0  0  5  
2  7 2  6  2  0  4  
3  8 0  0  0  0  0  
4  7 8  2  0  0  2  
5  7 8  1  1  0  0  
6  7 6  1  2  1  - 1  
7  7 1  4  5  0  - 1  
8  7 6  3  1  0  2  
9  5 0  2 2  4  4  1 8  

1 0  6 6  1 1  2  1  9  

1 1  5 7  1 9  2  2  1 7  

 
 

 

( b ) 1 8  m s  

S u b j e c t s A  B  C  D  B - C  

1  2 0  1 4  2 3  2 3  9  
2  1 2  2 0  2 0  2 8  0  
3  1 8  1 6  1 8  2 8  - 2  
4  2 5  1 5  1 6  2 4  - 1  
5  2 6  1 2  2 7  1 5  - 1 5  
6  1 7  1 3  2 1  2 9  - 8  
7  1 3  1 3  1 9  3 5  - 6  
8  2 1  1 1  2 9  1 9  - 1 8  
9  6  1 3  2 2  3 9  - 9  

1 0  1  1 3  5  6 1  8  

1 1  5  1 7  1 4  4 4  3  
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3 . 5  縦 と 横 の 記 銘 の 関 係  
 音 符 間 の 縦 と 横 の 距 離 す な わ ち ， 音 の 高 さ と 輪 郭 の 記 銘

の 相 互 関 係 を 考 察 す る た め に ， 横 の 距 離 の 書 き 取 り と 音 高

さ の 書 き 取 り の 正 答 率 を 比 較 し た 。  
 被 験 者 毎 の ， 横 の 書 き 取 り の 正 答 数 と 縦 の 書 き 取 り の 正

答 数 を T a b l e  2 に 示 す 。 表 中 に は ， 縦 と 横 の 距 離 両 方 書 き

取 れ た 数 （ 以 後 A と 呼 ぶ ） ， 横 は 書 き 取 れ な か っ た が 縦 は 書

き 取 れ た 数 （ 同 B ） ， 横 は 書 き 取 れ た が 縦 は 書 き 取 れ な か っ た

数 （ 同 C ） ， 横 も 縦 も 書 き 取 れ な か っ た 数 （ 同 D ） が そ れ ぞ れ

示 さ れ て い る 。 表 中 の 縦 の 番 号 は 被 験 者 番 号 （ 1 ～ 7 は 専 門

家 群 ， 8 ～ 1 1 は 素 人 群 ） を 示 す 。 ま た ，  ( a )  は ， 刺 激 提 示

時 間 が 2  s  の 結 果 ，  ( b )  は ， 刺 激 提 示 時 間 が 1 8  m s  の

結 果 で あ る 。 T a b l e  2 よ り ， 刺 激 提 示 時 間 が 2  s  の 場 合 に は

Ａ が 多 く ， 1 8  ｍ ｓ の と き D が 多 い 。  
 仮 に ， 被 験 者 が 横 と 縦 を 同 じ 瞬 間 に 記 銘 し て い た な ら ば ，

B と C は ， 厳 密 に い う と 0 と な る だ ろ う 。 仮 に 0 で な か っ た と し て

も ， こ れ は 誤 差 で あ り B - C = 0 が 成 り 立 つ と 考 え ら れ る 。 そ こ で ，

被 験 者 毎 に B - C を 計 算 し ， そ の 結 果 が 平 均 が 0 ， 母 分 散 が

未 知 の 母 集 団 と 同 一 か ど う か 判 定 す る た め t 検 定 を 行 っ た 。

な お ｔ 検 定 は 刺 激 提 示 時 間 別 ， 被 験 者 群 別 に 行 っ た 。  
 そ の 結 果 ， 専 門 家 群 で は 2  s  の 場 合 ， 有 意 な 差 は 見 ら れ

ず （ t ( 6 ) = 0 . 8 7 ） ， 1 8  m s  の 場 合 ， B よ り C の 方 が 明 ら か に 多

か っ た （ t ( 6 ) = 8 . 0 5 ，  p < . 0 1 ） 。 ま た ， 素 人 群 で も ， 刺 激 提 示

時 間 が 2  s  の 場 合 に は ， B と C の 間 に 有 意 差 は 見 ら れ ず

（ t ( 3 ) = 3 . 1 2  ） ， 2 0  m s  の 場 合 に 明 ら か に Ｂ よ り Ｃ の 方 が 多 か

っ た （ t ( 3 ) = 4 . 0 0  ） 。 こ の 結 果 は ， 1 8  m s  と い う 短 い 提 示 時

間 の 場 合 ， 音 符 間 の 距 離 を ‘ す ば や く ’ 記 銘 し ， 後 か ら 音 の

高 さ の 細 か い 記 銘 を 行 っ た と い う こ と が 示 唆 さ れ る 。 こ こ で ， 素

人 群 の 刺 激 提 示 時 間 が 2  s  の 場 合 C よ り Ｂ が 多 い 傾 向 が

み ら れ た が 有 意 差 は み ら れ な い 。  
3 . 6  横 の 距 離 の 記 銘 と 輪 郭 の 記 銘 の 関 係  
 S l o b o d a 9 ) は ， 楽 譜 の 記 銘 方 法 と し て 2 段 階 の 符 号 化 過

程 （ 輪 郭 の す ば や い 記 銘 と 音 符 の 正 確 な 位 置 の 同 定 ） を 挙

げ て い る 。 そ こ で ， 音 符 間 の 距 離 が 輪 郭 の す ば や い 認 知 に 含

ま れ て 記 銘 さ れ る の か ど う か ， 音 の 縦 と 横 の 距 離 の 関 係 の 考  
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T a b l e  3  横 の 関 係 と 輪 郭 の 書 き 取 り の 正 答 数 の 比 較  
( a ) 2  s  

S u b j e c t s A  B  C  D  B - C  

1  7 4  5  1  0  4  
2  7 2  6  2  0  4  
3  8 0  0  0  0  0  
4  7 8  2  0  0  2  
5  7 8  1  1  0  0  
6  7 6  1  2  1  - 1  
7  7 1  4  5  0  - 1  
8  7 6  3  1  0  2  
9  5 0  2 2  4  4  1 8  

1 0  6 6  1 1  2  1  9  

1 1  5 5  1 8  4  3  1 7  
 

( b ) 1 8  m s  

S u b j e c t s  A  B  C  D  B - C  

1  9  5  3 4  3 2  - 2 9  
2  8  8  2 4  4 0  - 1 6  
3  8  1 0  2 8  3 4  - 1 8  
4  2 1  1 0  2 0  2 9  - 1 0  
5  1 8  7  3 5  2 0  - 2 8  
6  7  5  3 1  3 7  - 2 6  
7  6  5  2 6  4 3  - 2 1  
8  1 5  7  3 5  2 3  - 2 8  
9  0  3  2 8  4 9  - 2 5  

1 0  0  0  6  7 4  - 6  

1 1  0  0  1 9  6 1  - 1 9  
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察 と 同 様 に 分 析 を 行 っ た 。 こ こ で ， 輪 郭 が 正 確 に 記 銘 さ れ た

と い う こ と は ， 1 試 行 に 3 組 あ る 前 後 の 音 の 高 さ の 関 係 （ 前 の

音 符 が 後 ろ の 音 符 と 比 較 し て 上 が っ て い る か 下 が っ て い る

か ） が 全 て 提 示 さ れ た 刺 激 と 等 し い ， す な わ ち 輪 郭 得 点 が 3
点 で あ る こ と を 示 す 。  
 T a b l e  3 に ， 刺 激 提 示 時 間 別 ， 被 験 者 別 の 横 の 書 き 取 り

3 . 5  縦 と 横 の 記 銘 の 関 係  
 音 符 間 の 縦 と 横 の 距 離 す な わ ち ， 音 の 高 さ と 輪 郭 の 記 銘

の 相 互 関 係 を 考 察 す る た め に ， 横 の 距 離 の 書 き 取 り と 音 高

さ の 書 き 取 り の 正 答 率 を 比 較 し た 。  
 被 験 者 毎 の ， 横 の 書 き 取 り の 正 答 数 と 縦 の 書 き 取 り の 正

答 数 を T a b l e  1 に 示 す 。 表 中 に は ， 縦 と 横 の 距 離 両 方 書 き

取 れ た 数 （ 以 後 A と 呼 ぶ ） ， 横 は 書 き 取 れ な か っ た が 縦 は 書

き 取 れ た 数 （ 同 B ） ， 横 は 書 き 取 れ た が 縦 は 書 き 取 れ な か っ た

数 （ 同 C ） ， 横 も 縦 も 書 き 取 れ な か っ た 数 （ 同 D ） が そ れ ぞ れ

示 さ れ て い る 。 表 中 の 縦 の 番 号 は 被 験 者 番 号 （ 1 ～ 7 は 専 門

家 群 ， 8 ～ 1 1 は 素 人 群 ） を 示 す 。 ま た ，  ( a )  は ， 刺 激 提 示

時 間 が 2  s  の 結 果 ，  ( b )  は ， 刺 激 提 示 時 間 が 1 8  m s  の

結 果 で あ る 。 T a b l e  1 よ り ， 刺 激 提 示 時 間 が 2  s  の 場 合 に は

Ａ が 多 く ， 1 8  ｍ ｓ の と き D が 多 い 。  
 仮 に ， 被 験 者 が 横 と 縦 を 同 じ 瞬 間 に 記 銘 し て い た な ら ば ，

B と C は ， 厳 密 に い う と 0 と な る だ ろ う 。 仮 に 0 で な か っ た と し て

も ， こ れ は 誤 差 で あ り B - C = 0 が 成 り 立 つ と 考 え ら れ る 。 そ こ で ，

被 験 者 毎 に B - C を 計 算 し ， そ の 結 果 が 平 均 が 0 ， 母 分 散 が

未 知 の 母 集 団 と 同 一 か ど う か 判 定 す る た め t 検 定 を 行 っ た 。

な お ｔ 検 定 は 刺 激 提 示 時 間 別 ， 被 験 者 群 別 に 行 っ た 。  
 そ の 結 果 ， 専 門 家 群 で は 2  s  の 場 合 ， 有 意 な 差 は 見 ら れ

ず （ t ( 6 ) = 0 . 8 7 ） ， 1 8  m s  の 場 合 ， B よ り C の 方 が 明 ら か に 多

か っ た （ t ( 6 ) = 8 . 0 5 ，  p < . 0 1 ） 。 ま た ， 素 人 群 で も ， 刺 激 提 示

時 間 が 2  s  の 場 合 に は ， B と C の 間 に 有 意 差 は 見 ら れ ず

（ t ( 3 ) = 3 . 1 2  ） ， 2 0  m s  の 場 合 に 明 ら か に Ｂ よ り Ｃ の 方 が 多 か

っ た （ t ( 3 ) = 4 . 0 0  ） 。 こ の 結 果 は ， 1 8  m s  と い う 短 い 提 示 時

間 の 場 合 ， 音 符 間 の 距 離 を ‘ す ば や く ’ 記 銘 し ， 後 か ら 音 の

高 さ の 細 か い 記 銘 を 行 っ た と い う こ と が 示 唆 さ れ る 。 こ こ で ， 素

人 群 の 刺 激 提 示 時 間 が 2  s  の 場 合 C よ り Ｂ が 多 い 傾 向 が
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み ら れ た が 有 意 差 は み ら れ な い 。  
3 . 6  横 の 距 離 の 記 銘 と 輪 郭 の 記 銘 の 関 係  
 S l o b o d a 9 ) は ， 楽 譜 の 記 銘 方 法 と し て 2 段 階 の 符 号 化 過

程 （ 輪 郭 の す ば や い 記 銘 と 音 符 の 正 確 な 位 置 の 同 定 ） を 挙

げ て い る 。 そ こ で ， 音 符 間 の 距 離 が 輪 郭 の す ば や い 認 知 に 含

ま れ て 記 銘 さ れ る の か ど う か ， 音 の 縦 と 横 の 距 離 の 関 係 の 考

察 と 同 様 に 分 析 を 行 っ た 。 こ こ で ， 輪 郭 が 正 確 に 記 銘 さ れ た

と い う こ と は ， 1 試 行 に 3 組 あ る 前 後 の 音 の 高 さ の 関 係 （ 前 の

音 符 が 後 ろ の 音 符 と 比 較 し て 上 が っ て い る か 下 が っ て い る

か ） が 全 て 提 示 さ れ た 刺 激 と 等 し い ， す な わ ち 輪 郭 得 点 が 3
点 で あ る こ と を 示 す 。  
 T a b l e  2 に ， 刺 激 提 示 時 間 別 ， 被 験 者 別 の 横 の 書 き 取 り  
と 輪 郭 の 書 き 取 り の 正 答 数 を 示 す 。 表 中 に は ， 横 の 距 離 と

輪 郭 が 両 方 正 確 に 書 き 取 れ た 数 （ A ） ， 横 の 距 離 は 正 確 に

書 き 取 れ な か っ た が 輪 郭 は 正 確 に 書 き 取 れ た 数 （ B ） ， 横 の

距 離 は 正 確 に 書 き 取 れ た が 輪 郭 は 正 確 に 書 き 取 れ な か っ た

数 （ C ） ， 音 符 間 の 距 離 も 輪 郭 も 正 確 に 書 き 取 れ な か っ た 数

（ D ） を 示 す 。 表 中 の 縦 の 番 号 は 被 験 者 番 号 （ 1 ～ 7 は 専 門

家 群 ， 8 ～ 1 1 は 素 人 群 ） を 示 す 。 ま た ， T a b l e  2 ( a )  は ， 刺 激

提 示 時 間 が  2  s  の 結 果 ， T a b l e  2 ( b )  は ， 刺 激 提 示 時 間

が  1 8  m s  の 結 果 で あ る 。  
 被 験 者 群 ， 刺 激 提 示 時 間 条 件 別 に B - C の 値 に 対 し て ，

分 散 が 未 知 で 平 均 が 0 の 母 集 団 に 含 ま れ る か 否 か t 検 定 を

行 っ た が ， 有 意 な 差 は 見 ら れ な か っ た （ 専 門 家 群 ： 2  
s : t ( 6 ) = 1 . 5 2 ， 2 0  m s :  t ( 6 ) = 0 . 7 9 ， 素 人 群 ： 2  s :  t ( 3 ) = 1 . 2 4 ，

1 8  m s  t ( 3 ) = 0 . 6 2  ） 。 特 に 刺 激 提 示 時 間 が  1 8  m s  の 場

合 に 音 の 高 さ の 記 銘 と 横 の 距 離 の 記 銘 に は 見 ら れ た 有 意

差 が ， 輪 郭 の 記 銘 と 音 符 間 の 距 離 の 記 銘 で は 見 ら れ な か っ

た 。 こ れ は ， 音 符 間 の 距 離 が 輪 郭 と 同 様 に ‘ す ば や く ’ 記 銘

さ れ て い る こ と を 示 唆 し て い る 。  
 
4 . 考 察  

 本 研 究 は ， 音 符 の 横 の 関 係 ， 縦 の 関 係 ， 輪 郭 の 記 銘 に

つ い て ， 専 門 家 と 素 人 と で 比 較 し ， こ の 3  つ の 要 素 の 統 合

的 な 関 係 に つ い て 検 討 す る こ と を 目 的 と し て い た 。  
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 音 符 の 左 右 の 関 係 の み を 比 較 す る と ， 2  s  の 場 合 に は 専

門 家 群 の 方 が 素 人 群 よ り 正 確 に 音 符 の 左 右 の 相 対 的 な

関 係 を 記 銘 で き た 。 そ れ に 対 し て ， 1 8  m s  の 場 合 に は 専 門

家 群 が 素 人 群 と 同 様 ， 記 銘 す る こ と が 困 難 に な っ た 。  
 ま た ， 音 高 に つ い て の み 考 察 す る と ， S l o b o d a 9 ) よ る 実 験

結 果 は ， 刺 激 提 示 時 間 が 2  s  の 場 合 に は 専 門 家 群 と 素

人 群 に 有 意 な 差 が 見 ら れ た が ， 1 8  m s  の 場 合 に は 見 ら れ な

か っ た 。 本 実 験 の 結 果 は ， 1 8  m s  の 条 件 で は S l o b o d a 9 ) に

よ る 結 果 と 合 っ て い た が ， 2  s  の 結 果 は 合 っ て い な か っ た 。 こ

れ は ， 輪 郭 が S l o b o d a 9 ) の 実 験 よ り も 単 純 で あ り ， 素 人 群 が

書 き 取 り を 行 い 易 か っ た た め で あ る と 考 え ら れ る 。  
 輪 郭 に つ い て は ， 2  s  の 場 合 と 1 8  m s  で 平 均 輪 郭 得 点 を

等 号 ， 不 等 号 を 用 い て 表 す と ，  
上 行 ＞ 2  音 符 目 に ピ ー ク ≒ 3  音 符 目 に ピ ー ク ＞ ラ ン ダ ム  

と な っ た 。 ま た ， 素 人 群 は ， 上 行 す る 輪 郭 の 平 均 輪 郭 得 点

の 方 が ， 2  音 符 目 に ピ ー ク の あ る 輪 郭 ， 3  音 符 目 に ピ ー ク の

あ る 輪 郭 ， そ し て ラ ン ダ ム な 輪 郭 に 対 す る 平 均 輪 郭 得 点 よ り

も 有 意 に 高 か っ た 。 こ れ 以 外 の 輪 郭 間 に 差 が あ る と は い え な

か っ た 。 よ っ て ， 輪 郭 別 の 平 均 輪 郭 得 点 を 等 号 ， 不 等 号 を

用 い て 表 す と ，  
上 行 ＞ 2  音 符 目 に ピ ー ク ≒ 3  音 符 目 に ピ ー ク ≒ ラ ン ダ ム  

と な る 。 こ れ ら の 結 果 は ， 刺 激 提 示 時 間 が 短 い 場 合 ， 輪 郭

が 複 雑 に な る と 専 門 家 群 ， 素 人 群 と も 輪 郭 を 記 銘 す る こ と が

困 難 に な る こ と を 示 し て い る 。 ま た ， こ の 結 果 は ， 専 門 家 群 の

平 均 輪 郭 得 点 が ， 輪 郭 の 複 雑 さ の 度 合 に 応 じ て 変 化 す る

こ と を 示 唆 し て い る 。 対 し て ， 素 人 群 の 平 均 輪 郭 得 点 も 輪

郭 の 複 雑 さ に 応 じ て 変 化 し て い る と 考 え ら れ る 。 し か し ， 輪 郭

の 微 細 に 変 化 し た だ け で も ， 専 門 家 群 と 比 較 し て 大 き く 輪

郭 得 点 が 下 が る こ と を 示 し て い る 。  
 大 浦 1 1 ) は ， 楽 譜 情 報 の 獲 得 及 び 処 理 過 程 を 3 段 階 に

わ け て 論 議 し て い る 。  
( 1 ) 楽 譜 に 記 さ れ て い る 情 報 を 読 み 取 る こ と  
( 2 ) 読 み 取 っ た 情 報 を 打 鍵 の た め の 運 動 プ ロ グ ラ ミ ン グ に 変

換 す る こ と  
( 3 ) 運 動 プ ロ グ ラ ミ ン グ 通 り に 正 確 に 指 を 動 か す た め に 運 動 を
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コ ン ト ロ ー ル す る こ と  
で あ る 。 ス ム ー ズ な 打 鍵 と い う 目 的 の た め に は ， こ れ ら 3 つ の 過

程 が 同 時 に ， ま た 相 補 的 に 働 き あ っ て い る と 考 え ら れ る 。  
本 研 究 で は ， 音 符 の 左 右 の 距 離 関 係 の 要 因 を 加 え て 検

討 し た 。 そ の 結 果 ， 専 門 家 は 音 符 間 の 距 離 は 輪 郭 と ほ ぼ 同

時 に ‘ す ば や く ’ 記 銘 さ れ て い た 。 こ れ は ， 音 符 間 の 距 離 が 輪

郭 を 形 成 す る １ 要 因 と し て 記 銘 さ れ る こ と を 示 し て い る 。     
S l o b o d a 1 0 ) は ， 輪 郭 の ‘ す ば や い ’ 識 別 は ピ ア ノ の 演 奏 で

手 の 動 き の 方 向 の プ ラ ン を 立 て る と い う よ う な 場 合 に 役 立 つ と

考 察 し て い る が ， 左 右 の 距 離 の ‘ す ば や い ’ 識 別 も ， 手 の 動 き

の タ イ ミ ン グ の プ ラ ン を 立 て る た め に 役 立 つ の で あ ろ う 。  
ま た ， こ の 知 覚 は 波 多 野 1 2 ) も 指 摘 す る よ う に ， 記 譜 法 的

表 象 を 象 徴 す る も の で あ り ， ひ い て は 音 響 的 表 象 に 繋 が る も

の と 考 え ら れ る 。 こ れ に は ， B a d d e l e y 1 3 ) の 提 唱 し た 作 業 記

憶 の シ ス テ ム も 密 接 に 関 連 し て い る も の で あ ろ う 。 P l o m p 1 4 ) も

指 摘 す る よ う に ， ゲ シ ュ タ ル ト 知 覚 を あ ら か じ め 準 備 し て い る も

の と 考 え ら れ る 。 い う ま で も な く こ の 現 象 は ， 純 粋 に 生 得 的 な も

の で は な く ， 環 境 や 訓 練 に よ っ て 左 右 さ れ る と 考 え ら れ る 。  
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